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 データ集計日: 2026 年03 月04 日

公開情報掲載日: 2026 年05 月12 日

本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません 

 

【検査部門におけるサーベイランスの概要と目的】 

本サーベイランスの目的は、細菌検査により検出される主要な細菌の分離頻度とその抗菌薬感受性

を継続的に収集・解析し、医療機関における主要な細菌ならびに薬剤耐性菌の分離状況を明らかにす

ることである。 

JANIS 検査部門に関しては、2022 年 4 月の診療報酬改定における外来感染対策向上加算の新設に

伴い、毎月 1 件以上の細菌培養検査を実施していることを参加要件の 1 つとして、診療所の参加が可

能となった。公開情報年報の集計期間は各年の 1 月～12 月であるため、JANIS 運営会議の審議を経

て、2023 年データより公開情報年報【診療所】を作成・公開することにした。 

 

【検体の集計方法について】 

集計対象は、診療所から報告された外来検体とした。 

外来検体の重複処理については、以下および巻末資料を参照のこと。 

 分離菌数:同一患者から同一菌が複数回報告された場合は、初回の 1 件のみ集計する。同一患者 

から異なる菌が報告された場合は、菌種ごとにそれぞれ初回の 1 件のみ集計する。 

 抗菌薬感受性:同一患者から同一菌の抗菌薬感受性結果が複数回報告された場合は、抗菌薬感受性 

結果にかかわらず、初回の 1 件のみ集計する。同一患者から異なる菌の抗菌薬感受性 

結果が報告された場合は、それぞれ初回の 1 件のみ集計する。 

 

【図表】 

1.検査材料別分離菌数割合 

2.主要菌の抗菌薬感受性 

呼吸器系検体 尿検体 膣分泌物検体 

Staphylococcus aureus（ALL） 
Streptococcus pneumoniae（髄液検体以外） 
Haemophilus influenzae 

Escherichia coli 
Klebsiella pneumoniae 
Enterococcus faecalis 

Escherichia coli 
Streptococcus agalactiae 
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【解説】 

データ提出医療機関数 

2025 年年報【診療所】の集計対象医療機関は 735 施設であり、前年より 255 施設増加した。 

 

1．検査材料別分離菌数割合 

検査材料別分離菌数割合は、起因菌や常在菌・汚染菌にかかわらず、各医療機関から報告されたす

べての菌について集計しており、年を通じ各菌種ごとにそれぞれ初回の 1 件のみを集計した重複処理

後の分離菌数割合を記している。 

呼吸器系検体分離菌のうち、上位 3 菌種は M. catarrhalis 7,430 株（15.0％）、H. influenzae 6,891

株（13.9％）、α-Streptococcus 6,433 株（13.0％）であった。 

尿検体分離菌のうち、上位 3 菌種は E. coli 22,114 株（45.0％）、E. faecalis 4,423 株（9.0％）、

K. pneumoniae 3,306 株（6.7％）であった。 

膣分泌物検体分離菌のうち、上位 3 菌種は S. agalactiae 2,794 株（13.3％）、E. coli 2,768 株

（13.2％）、Lactobacillus spp. 1,953 株（9.3％）であった。 

 

2．主要菌の抗菌薬感受性 

主要菌の抗菌薬感受性は、原則 CLSI 2012（M100-S22）の判定基準に従った。 

腸内細菌目細菌については、CLSI で 2010 年と 2011 年にセファロスポリン系抗菌薬とカルバペネ

ム系抗菌薬のブレイクポイントが変更されたため、一部の薬剤で判定不能や 感性（S) と 中間（I) の

区別ができない薬剤（特にセファゾリン:CEZ）がみられる。 

 

呼吸器系検体: 

呼吸器系検体における S. aureus（ALL）では、MRSA の基準となるオキサシリン（MPIPC）（MIC

測定株数 1,020 株）は耐性率が 19.2%（196 株）、セフォキシチン（CFX）（MIC 測定株数 232 株）

は耐性率が 27.6%（64 株）であった。CFX の MIC が測定された株数はまだ少なく、MPIPC の 2 割

程度であり、MRSA の解釈には注意が必要である。ゲンタマイシン（GM）の耐性率は 18.0%、エリ

スロマイシン（EM）の耐性率は 36.1%、レボフロキサシン（LVFX）の耐性率は 28.8%であった。 

一方、バンコマイシン（VCM）、テイコプラニン（TEIC）、リネゾリド（LZD）ともに感性率が 100%

で耐性株の報告はなかった。ダプトマイシン（DAP）は感性率が 99.4%で、0.6％（2 株）が非感性

株であった。 
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S. pneumoniae については CLSI 2012 の基準に準じて髄液検体由来株と髄液以外の検体由来株に

分けて判定し、髄液以外の検体である呼吸器系検体由来株では髄膜炎以外（nonmeningitis）の判定基

準を用いた。 

なお、当公開情報の集計において髄膜炎（meningitis）と髄膜炎以外（nonmeningitis）とで基準が

異なる薬剤は、ペニシリン G（PCG）、セフォタキシム（CTX）、セフトリアキソン（CTRX）である。 

髄液以外の検体である呼吸器系検体由来 S. pneumoniae に対する PCG 中等度耐性（4μg/mL）は

0.2%、PCG 耐性（≧8μg/mL）は 0.03％（1 株）であった。CTX の中等度耐性（2μg/ｍL）は 1.8%、

耐性（≧4μg/mL）は 0.1%（1 株）であり、CTRX の中等度耐性（2μg/ｍL）は 0.4%（11 株）、耐

性（≧4μg/mL）の報告はなかった。メロペネム（MEPM）の中等度耐性は 11.2%、耐性率は 1.2%で

あった。 LVFX の中等度耐性は 0.02％（1 株）、耐性率は 0.5％であった。VCM はすべてが感性であ

った。 

H. influenzae に対するアンピシリン（ABPC）の耐性率は 36.0%で、スルバクタム/アンピシリン

（SBT/ABPC）とクラブラン酸/アモキシシリン（CVA/AMPC）では、それぞれ 25.7%、16.7%が耐

性であった。 

 

尿検体: 

尿検体における E. coli の第三世代セファロスポリン系抗菌薬の CTX、CTRX およびセフタジジム 

（CAZ）の耐性率は、11.8％、14.3%、4.8%であった。カルバペネム系抗菌薬であるイミペネム（IPM）

の中等度耐性は 0.03％（3 株）、耐性は 0.02％（2 株）であった。MEPM は中等度耐性株がなく、耐

性が 0.02％（2 株）であった。LVFX に対する耐性率は 22.5％であった。 

K. pneumoniae における CTX、CTRX および CAZ の耐性率は、3.4％、7.6%、3.8%であった。

IPM はすべて感性で、MEPM は耐性株が 0.1％（1 株）であった。LVFX に対する耐性率は 2.8％であ

った。 

E. faecalis に対する PCG、ABPC の感性率はそれぞれ 99.8%、100%であった。また、VCM、TEIC

もすべてが感性であった。 

 

膣分泌物検体: 

膣分泌物検体における E. coli の CTX、CTRX および CAZ の耐性率は、12.5％、16.8%、5.6%で

あった。IPM、MEPM はともにすべて感性あった。LVFX に対する耐性率は 21.4%であった。 

S. agalactiae に対しては、PCG、ABPC、CTX、CTRX はすべて感性であった。 
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ただし、膣分泌物検体における耐性率に関しては、「1.検査材料別分離菌数割合」で E. coli、     

S. agalactiae ともに報告のあった分離菌数の 2 割以下の菌株による MIC 測定結果であることに注意

が必要である。 

 

【集計対象医療機関について】 

2025 年 1 月～12 月のうち、ひと月でもデータが未提出の診療所は集計対象外とした。  

また、公開情報年報【診療所】作成時には、以下の基準に該当する報告内容が含まれていた場合は

正誤を確認し、誤りであるが修正不可または未回答の場合は集計から除外している。 

2025 年データに関しては、以下の「特殊な耐性を示す菌:カテゴリーA」に該当する薬剤耐性菌を

報告した診療所はなかった。 

 

＜疑義データの条件＞ 

・年間を通じて外来検体の報告がない 

・国内で過去に報告がない薬剤耐性菌（特殊な耐性を示す菌（カテゴリーA）に該当する薬剤耐性菌） 

の報告がある 
菌名 薬剤名 感受性 微量液体希釈法（MIC 値） 

Streptococcus pyogenes PCG 非感性 >0.12μg/mL 

 ABPC 非感性 >0.25μg/mL 

 CTX 非感性 >0.5μg/mL 

 CTRX 非感性 >0.5μg/mL 

 VCM 非感性 >1μg/mL 

 LZD 非感性 >2μg/mL 

Streptococcus agalactiae VCM 非感性 >1μg/mL 

 LZD 非感性 >2μg/mL 

Streptococcus pneumoniae VCM 非感性 >1μg/mL 

 LZD 非感性 >2μg/mL 

Staphylococcus aureus 
VCM 

I or R ≧8μg/mL 

耐性 ≧16μg/mL 

 
注:VCM 耐性の S. aureus など「特殊な耐性を示す菌:カテゴリーA」については、耐性または非 
感性と報告したすべての医療機関に対して報告内容の正誤を確認しているため、入力ミスなどは除 
外されている。一方、「特殊な耐性を示す菌:カテゴリーA」以外の抗菌薬感受性結果については、 
医療機関からの報告をそのまま集計しているため、誤報告が含まれている可能性がある。 
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1．検査材料別分離菌数割合

 
 

外来検体のうち、起因菌・常在菌にかかわらず報告されたすべての菌を集計 
同一患者から同一菌が複数回報告された場合は、初回の１件のみを集計する重複処理を実施（巻末資料参照） 
分離菌数割合が四捨五入して少数第一位までの表示で［0.0％］になる菌、菌名コード 9998（その他の菌種）、
16 位以下の菌は「その他」に集計 
集計対象検査材料:喀出痰（検査材料コード 101）、気管内採痰（同 102）、気管支洗浄液（同 103）、咽
頭粘膜（同 104）、鼻腔内（同 105）、口腔内（同 106）、生検材料（肺）（同 107）、その他（呼吸器）
（同 109）、胸水（同 404） 
呼吸器系検体分離菌数割合＝（対象菌の呼吸器系分離菌数）÷（呼吸器系検体分離菌数合計）×100 
菌名コード、検査材料コード 
:JANIS ホームページ＞検査部門＞ https://janis.mhlw.go.jp/section/kensa.html  
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1．検査材料別分離菌数割合
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外来検体のうち、起因菌・汚染菌にかかわらず報告されたすべての菌を集計 
同一患者から同一菌が複数回報告された場合は、初回の１件のみを集計する重複処理を実施（巻末資料参照） 
分離菌数割合が四捨五入して少数第一位までの表示で［0.0％］になる菌、菌名コード 9998（その他の菌）、
16 位以下の菌は「その他」に集計 
集計対象検査材料:自然排尿（検査材料コード 201）、採尿カテーテル尿（同 202）、留置カテーテル尿（同
203）、カテーテル尿（採尿、留置カテの区別不能）（同 206） 
尿検体分離菌数割合＝（対象菌の尿検体分離菌数）÷（尿検体分離菌数合計）×100 
菌名コード、検査材料コード 
:JANIS ホームページ＞検査部門＞ https://janis.mhlw.go.jp/section/kensa.html  
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1．検査材料別分離菌数割合
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外来検体のうち、起因菌・常在菌にかかわらず報告されたすべての菌を集計 
同一患者から同一菌が複数回報告された場合は、初回の１件のみを集計する重複処理を実施（巻末資料参照） 
分離菌数割合が四捨五入して少数第一位までの表示で［0.0％］になる菌、菌名コード 9998（その他の菌）、
16 位以下の菌は「その他」に集計 
集計対象検査材料:膣分泌物（検査材料コード 205）  
膣分泌物検体分離菌数割合＝（対象菌の膣分泌物検体分離菌数）÷（膣分泌物検体分離菌数合計）×100 
菌名コード、検査材料コード 
:JANIS ホームページ＞検査部門＞ https://janis.mhlw.go.jp/section/kensa.html 
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2026年05月12日

2026年03月04日

公開情報掲載日 :

データ集計日   :

(%)

外来検体で、かつ検査法が微量液体希釈法又はEtestと設定されMIC値が報告されている検体を集計

患者毎に各菌種の初回分離株を集計する重複処理(巻末資料)が行われている

* S,I,RまたはS,NSの判定はCLSI 2012 (M100-S22）に準拠

†菌名コード：1301, 1303～1306と報告された菌

‡集計株数が30株未満の場合には、集計結果を公表しない

(%)

感性(S) SorI 中間(I) IorR 耐性(R) 判定不能

PCG

(N=2,470)

1,034

(41.9%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

1,436

(58.1%)

0

(0.0%)

MPIPC

(N=1,020)

824

(80.8%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

196

(19.2%)

0

(0.0%)

CEZ

(N=1,744)

1,639

(94%)

0

(0.0%)

30

(1.7%)

0

(0.0%)

75

(4.3%)

0

(0.0%)

CFX

(N=232)

168

(72.4%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

64

(27.6%)

0

(0.0%)

GM

(N=2,583)

2,004

(77.6%)

0

(0.0%)

114

(4.4%)

1

(0.0%)

464

(18%)

0

(0.0%)

EM

(N=2,567)

1,508

(58.7%)

0

(0.0%)

129

(5%)

4

(0.2%)

926

(36.1%)

0

(0.0%)

CLDM

(N=3,029)

2,862

(94.5%)

0

(0.0%)

13

(0.4%)

0

(0.0%)

154

(5.1%)

0

(0.0%)

LVFX

(N=4,040)

2,837

(70.2%)

0

(0.0%)

41

(1%)

0

(0.0%)

1,162

(28.8%)

0

(0.0%)

MINO

(N=3,996)

3,955

(99%)

0

(0.0%)

13

(0.3%)

1

(0.0%)

27

(0.7%)

0

(0.0%)

ST

(N=2,847)

2,839

(99.7%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

8

(0.3%)

0

(0.0%)

VCM

(N=2,091)

2,091

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

TEIC

(N=715)

715

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

LZD

(N=1,724)

1,724

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

感性(S)
非感性

(NS)
判定不能

DAP

(N=362)

360

(99.4%)

2

(0.6%)

0

(0.0%)



VCM(N=2,515)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

LVFX(N=4,448)

CLDM(N=2,985)

EM(N=2,956)

MEPM(N=2,534)

CTRX(N=2,702)

CTX(N=1,037)

PCG(N=3,434)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

Streptococcus pneumoniae(髄液検体以外)†

院内感染対策サーベイランス 検査部門 【診療所】

公開情報 2025年1月～12月 年報 (集計対象医療機関 735施設)

2. 主要菌の抗菌薬感受性*　【呼吸器系検体】

9

本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません。

2026年05月12日

2026年03月04日

公開情報掲載日 :

データ集計日   :

(%)

外来検体で、かつ検査法が微量液体希釈法又はEtestと設定されMIC値が報告されている検体を集計

患者毎に各菌種の初回分離株を集計する重複処理(巻末資料)が行われている

* S,I,RまたはS,NSの判定はCLSI 2012 (M100-S22）に準拠

†菌名コード：1131と報告された菌

‡集計株数が30株未満の場合には、集計結果を公表しない

(%)

感性(S) SorI 中間(I) IorR 耐性(R) 判定不能

PCG

(N=3,434)

3,427

(99.8%)

0

(0.0%)

6

(0.2%)

0

(0.0%)

1

(0.0%)

0

(0.0%)

CTX

(N=1,037)

1,017

(98.1%)

0

(0.0%)

19

(1.8%)

0

(0.0%)

1

(0.1%)

0

(0.0%)

CTRX

(N=2,702)

2,691

(99.6%)

0

(0.0%)

11

(0.4%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

MEPM

(N=2,534)

2,219

(87.6%)

0

(0.0%)

284

(11.2%)

0

(0.0%)

31

(1.2%)

0

(0.0%)

EM

(N=2,956)

652

(22.1%)

0

(0.0%)

40

(1.4%)

0

(0.0%)

2,264

(76.6%)

0

(0.0%)

CLDM

(N=2,985)

1,564

(52.4%)

0

(0.0%)

21

(0.7%)

0

(0.0%)

1,399

(46.9%)

1

(0.0%)

LVFX

(N=4,448)

4,425

(99.5%)

0

(0.0%)

1

(0.0%)

0

(0.0%)

22

(0.5%)

0

(0.0%)

感性(S)
非感性

(NS)
判定不能

VCM

(N=2,515)

2,515

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)



LVFX(N=5,264)

MEPM(N=3,521)

CTRX(N=3,774)

CTX(N=2,036)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

TC(N=748)

CAM(N=5,045)

CVA/AMPC(N=4,198)

SBT/ABPC(N=2,414)

ABPC(N=4,339)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

Haemophilus influenzae†

院内感染対策サーベイランス 検査部門 【診療所】

公開情報 2025年1月～12月 年報 (集計対象医療機関 735施設)

2. 主要菌の抗菌薬感受性*　【呼吸器系検体】

10

本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません。

2026年05月12日

2026年03月04日

公開情報掲載日 :

データ集計日   :

(%)

外来検体で、かつ検査法が微量液体希釈法又はEtestと設定されMIC値が報告されている検体を集計

患者毎に各菌種の初回分離株を集計する重複処理(巻末資料)が行われている

* S,I,RまたはS,NSの判定はCLSI 2012 (M100-S22）に準拠

†菌名コード：3201, 3202, 3203, 3205, 3208, 3211, 3214, 3217, 3220, 3223と報告された菌

‡集計株数が30株未満の場合には、集計結果を公表しない

(%)

感性(S) SorI 中間(I) IorR 耐性(R) 判定不能

ABPC

(N=4,339)

2,183

(50.3%)

0

(0.0%)

593

(13.7%)

0

(0.0%)

1,563

(36%)

0

(0.0%)

SBT/ABPC

(N=2,414)

1,793

(74.3%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

621

(25.7%)

0

(0.0%)

CVA/AMPC

(N=4,198)

3,499

(83.3%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

699

(16.7%)

0

(0.0%)

CAM

(N=5,045)

4,764

(94.4%)

0

(0.0%)

218

(4.3%)

0

(0.0%)

63

(1.2%)

0

(0.0%)

TC

(N=748)

747

(99.9%)

0

(0.0%)

1

(0.1%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

感性(S)
非感性

(NS)
判定不能

CTX

(N=2,036)

2,031

(99.8%)

5

(0.2%)

0

(0.0%)

CTRX

(N=3,774)

3,772

(99.9%)

2

(0.1%)

0

(0.0%)

MEPM

(N=3,521)

3,499

(99.4%)

22

(0.6%)

0

(0.0%)

LVFX

(N=5,264)

5,244

(99.6%)

20

(0.4%)

0

(0.0%)



ST(N=9,577)

LVFX(N=14,678)

AMK(N=12,908)

MEPM(N=9,354)

IPM(N=10,169)

AZT(N=8,067)

CFPM(N=10,017)

CAZ(N=9,623)

CTRX(N=8,259)

CTX(N=6,838)

CMZ(N=10,864)

CEZ(N=12,477)

TAZ/PIPC(N=6,550)

PIPC(N=9,908)

SBT/ABPC(N=6,882)

ABPC(N=11,976)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

Escherichia coli†

院内感染対策サーベイランス 検査部門 【診療所】

公開情報 2025年1月～12月 年報 (集計対象医療機関 735施設)

2. 主要菌の抗菌薬感受性*　【尿検体】

11

本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません。

2026年05月12日

2026年03月04日

公開情報掲載日 :

データ集計日   :

外来検体で、かつ検査法が微量液体希釈法又はEtestと設定されMIC値が報告されている検体を集計

患者毎に各菌種の初回分離株を集計する重複処理(巻末資料)が行われている

* S,I,Rの判定はCLSI 2012 (M100-S22）に準拠

†菌名コード：2001～2007と報告された菌

‡集計株数が30株未満の場合には、集計結果を公表しない

(%)

感性(S) SorI 中間(I) IorR 耐性(R) 判定不能

ABPC

(N=11,976)

7,531

(62.9%)

0

(0.0%)

87

(0.7%)

11

(0.1%)

4,347

(36.3%)

0

(0.0%)

SBT/ABPC

(N=6,882)

5,315

(77.2%)

0

(0.0%)

880

(12.8%)

4

(0.1%)

683

(9.9%)

0

(0.0%)

PIPC

(N=9,908)

6,571

(66.3%)

0

(0.0%)

326

(3.3%)

9

(0.1%)

3,002

(30.3%)

0

(0.0%)

TAZ/PIPC

(N=6,550)

6,441

(98.3%)

0

(0.0%)

29

(0.4%)

0

(0.0%)

80

(1.2%)

0

(0.0%)

CEZ

(N=12,477)

8,130

(65.2%)

1,364

(10.9%)

499

(4%)

0

(0.0%)

2,332

(18.7%)

152

(1.2%)

CMZ

(N=10,864)

10,783

(99.3%)

0

(0.0%)

51

(0.5%)

0

(0.0%)

30

(0.3%)

0

(0.0%)

CTX

(N=6,838)

5,996

(87.7%)

12

(0.2%)

19

(0.3%)

4

(0.1%)

807

(11.8%)

0

(0.0%)

CTRX

(N=8,259)

7,045

(85.3%)

0

(0.0%)

24

(0.3%)

4

(0.0%)

1,185

(14.3%)

1

(0.0%)

CAZ

(N=9,623)

8,644

(89.8%)

293

(3%)

223

(2.3%)

1

(0.0%)

462

(4.8%)

0

(0.0%)

CFPM

(N=10,017)

8,785

(87.7%)

283

(2.8%)

165

(1.6%)

0

(0.0%)

784

(7.8%)

0

(0.0%)

AZT

(N=8,067)

7,279

(90.2%)

0

(0.0%)

145

(1.8%)

2

(0.0%)

641

(7.9%)

0

(0.0%)

IPM

(N=10,169)

10,164

(100%)

0

(0.0%)

3

(0.0%)

0

(0.0%)

2

(0.0%)

0

(0.0%)

MEPM

(N=9,354)

9,352

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

2

(0.0%)

0

(0.0%)

AMK

(N=12,908)

12,895

(99.9%)

0

(0.0%)

7

(0.1%)

0

(0.0%)

6

(0.0%)

0

(0.0%)

LVFX

(N=14,678)

10,759

(73.3%)

0

(0.0%)

329

(2.2%)

171

(1.2%)

3,299

(22.5%)

120

(0.8%)

ST

(N=9,577)

8,146

(85.1%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

1,428

(14.9%)

3

(0.0%)



LVFX(N=2,158)

AMK(N=1,919)

MEPM(N=1,337)

IPM(N=1,460)

AZT(N=1,145)

CFPM(N=1,476)

CAZ(N=1,357)

CTRX(N=1,274)

CTX(N=905)

CMZ(N=1,576)

CEZ(N=1,851)

TAZ/PIPC(N=893)

PIPC(N=1,519)

ABPC(N=1,701)
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Klebsiella pneumoniae†

院内感染対策サーベイランス 検査部門 【診療所】

公開情報 2025年1月～12月 年報 (集計対象医療機関 735施設)

2. 主要菌の抗菌薬感受性*　【尿検体】

12

本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません。

2026年05月12日

2026年03月04日

公開情報掲載日 :

データ集計日   :

外来検体で、かつ検査法が微量液体希釈法又はEtestと設定されMIC値が報告されている検体を集計

患者毎に各菌種の初回分離株を集計する重複処理(巻末資料)が行われている

* S,I,Rの判定はCLSI 2012 (M100-S22）に準拠

†菌名コード：2351と報告された菌

‡集計株数が30株未満の場合には、集計結果を公表しない

(%)

感性(S) SorI 中間(I) IorR 耐性(R) 判定不能

ABPC

(N=1,701)

61

(3.6%)

0

(0.0%)

264

(15.5%)

16

(0.9%)

1,360

(80%)

0

(0.0%)

PIPC

(N=1,519)

936

(61.6%)

0

(0.0%)

218

(14.4%)

2

(0.1%)

363

(23.9%)

0

(0.0%)

TAZ/PIPC

(N=893)

880

(98.5%)

0

(0.0%)

6

(0.7%)

0

(0.0%)

7

(0.8%)

0

(0.0%)

CEZ

(N=1,851)

1,390

(75.1%)

268

(14.5%)

35

(1.9%)

0

(0.0%)

145

(7.8%)

13

(0.7%)

CMZ

(N=1,576)

1,570

(99.6%)

0

(0.0%)

1

(0.1%)

0

(0.0%)

5

(0.3%)

0

(0.0%)

CTX

(N=905)

871

(96.2%)

3

(0.3%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

31

(3.4%)

0

(0.0%)

CTRX

(N=1,274)

1,176

(92.3%)

0

(0.0%)

1

(0.1%)

0

(0.0%)

97

(7.6%)

0

(0.0%)

CAZ

(N=1,357)

1,232

(90.8%)

64

(4.7%)

10

(0.7%)

0

(0.0%)

51

(3.8%)

0

(0.0%)

CFPM

(N=1,476)

1,367

(92.6%)

31

(2.1%)

10

(0.7%)

0

(0.0%)

68

(4.6%)

0

(0.0%)

AZT

(N=1,145)

1,085

(94.8%)

0

(0.0%)

8

(0.7%)

0

(0.0%)

52

(4.5%)

0

(0.0%)

IPM

(N=1,460)

1,460

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

MEPM

(N=1,337)

1,336

(99.9%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

1

(0.1%)

0

(0.0%)

AMK

(N=1,919)

1,919

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

LVFX

(N=2,158)

2,080

(96.4%)

0

(0.0%)

16

(0.7%)

1

(0.0%)

61

(2.8%)

0

(0.0%)



TEIC(N=897)

VCM(N=2,372)

MINO(N=2,811)

LVFX(N=2,828)

EM(N=1,780)

ABPC(N=2,035)

PCG(N=1,235)
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Enterococcus faecalis†

院内感染対策サーベイランス 検査部門 【診療所】

公開情報 2025年1月～12月 年報 (集計対象医療機関 735施設)

2. 主要菌の抗菌薬感受性*　【尿検体】

13

本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません。

2026年04月10日

2026年03月04日

公開情報掲載日 :

データ集計日   :

外来検体で、かつ検査法が微量液体希釈法又はEtestと設定されMIC値が報告されている検体を集計

患者毎に各菌種の初回分離株を集計する重複処理(巻末資料)が行われている

* S,I,Rの判定はCLSI 2012 (M100-S22）に準拠

†菌名コード：1201, 1202と報告された菌

‡集計株数が30株未満の場合には、集計結果を公表しない

(%)

感性(S) SorI 中間(I) IorR 耐性(R) 判定不能

PCG

(N=1,235)

1,233

(99.8%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

1

(0.1%)

1

(0.1%)

ABPC

(N=2,035)

2,035

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

EM

(N=1,780)

279

(15.7%)

0

(0.0%)

714

(40.1%)

2

(0.1%)

785

(44.1%)

0

(0.0%)

LVFX

(N=2,828)

2,639

(93.3%)

0

(0.0%)

15

(0.5%)

0

(0.0%)

174

(6.2%)

0

(0.0%)

MINO

(N=2,811)

887

(31.6%)

0

(0.0%)

668

(23.8%)

2

(0.1%)

1,254

(44.6%)

0

(0.0%)

VCM

(N=2,372)

2,372

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

TEIC

(N=897)

897

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)



ST(N=201)

LVFX(N=271)

AMK(N=229)

MEPM(N=198)

IPM(N=160)

AZT(N=125)

CFPM(N=224)

CAZ(N=162)

CTRX(N=125)

CTX(N=144)

CMZ(N=162)

CEZ(N=236)

TAZ/PIPC(N=151)

PIPC(N=171)

SBT/ABPC(N=168)

ABPC(N=233)
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Escherichia coli†

院内感染対策サーベイランス 検査部門 【診療所】

公開情報 2025年1月～12月 年報 (集計対象医療機関 735施設)

2. 主要菌の抗菌薬感受性*　【膣分泌物検体】

14

本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません。

2026年05月12日

2026年03月04日

公開情報掲載日 :

データ集計日   :

外来検体で、かつ検査法が微量液体希釈法又はEtestと設定されMIC値が報告されている検体を集計

患者毎に各菌種の初回分離株を集計する重複処理(巻末資料)が行われている

* S,I,Rの判定はCLSI 2012 (M100-S22）に準拠

†菌名コード：2001～2007と報告された菌

‡集計株数が30株未満の場合には、集計結果を公表しない

(%)

感性(S) SorI 中間(I) IorR 耐性(R) 判定不能

ABPC

(N=233)

140

(60.1%)

0

(0.0%)

5

(2.1%)

1

(0.4%)

87

(37.3%)

0

(0.0%)

SBT/ABPC

(N=168)

125

(74.4%)

0

(0.0%)

23

(13.7%)

0

(0.0%)

20

(11.9%)

0

(0.0%)

PIPC

(N=171)

115

(67.3%)

0

(0.0%)

8

(4.7%)

1

(0.6%)

47

(27.5%)

0

(0.0%)

TAZ/PIPC

(N=151)

149

(98.7%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

2

(1.3%)

0

(0.0%)

CEZ

(N=236)

141

(59.7%)

33

(14%)

8

(3.4%)

0

(0.0%)

54

(22.9%)

0

(0.0%)

CMZ

(N=162)

158

(97.5%)

0

(0.0%)

4

(2.5%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

CTX

(N=144)

122

(84.7%)

0

(0.0%)

3

(2.1%)

1

(0.7%)

18

(12.5%)

0

(0.0%)

CTRX

(N=125)

103

(82.4%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

1

(0.8%)

21

(16.8%)

0

(0.0%)

CAZ

(N=162)

145

(89.5%)

7

(4.3%)

1

(0.6%)

0

(0.0%)

9

(5.6%)

0

(0.0%)

CFPM

(N=224)

201

(89.7%)

0

(0.0%)

1

(0.4%)

0

(0.0%)

22

(9.8%)

0

(0.0%)

AZT

(N=125)

113

(90.4%)

0

(0.0%)

3

(2.4%)

0

(0.0%)

9

(7.2%)

0

(0.0%)

IPM

(N=160)

160

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

MEPM

(N=198)

198

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

AMK

(N=229)

229

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

LVFX

(N=271)

205

(75.6%)

0

(0.0%)

2

(0.7%)

2

(0.7%)

58

(21.4%)

4

(1.5%)

ST

(N=201)

166

(82.6%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

35

(17.4%)

0

(0.0%)



CTRX(N=347)

CTX(N=74)

ABPC(N=321)

PCG(N=245)
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CLDM(N=335)
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Streptococcus agalactiae†

院内感染対策サーベイランス 検査部門 【診療所】

公開情報 2025年1月～12月 年報 (集計対象医療機関 735施設)

2. 主要菌の抗菌薬感受性*　【膣分泌物検体】
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本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません。

2026年05月12日

2026年03月04日

公開情報掲載日 :

データ集計日   :

(%)

外来検体で、かつ検査法が微量液体希釈法又はEtestと設定されMIC値が報告されている検体を集計

患者毎に各菌種の初回分離株を集計する重複処理(巻末資料)が行われている

* S,I,RまたはS,NSの判定はCLSI 2012 (M100-S22）に準拠

†菌名コード：1114と報告された菌

‡集計株数が30株未満の場合には、集計結果を公表しない

(%)

感性(S) SorI 中間(I) IorR 耐性(R) 判定不能

EM

(N=227)

100

(44.1%)

0

(0.0%)

4

(1.8%)

0

(0.0%)

123

(54.2%)

0

(0.0%)

CLDM

(N=335)

220

(65.7%)

0

(0.0%)

5

(1.5%)

0

(0.0%)

110

(32.8%)

0

(0.0%)

感性(S)
非感性

(NS)
判定不能

PCG

(N=245)

245

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

ABPC

(N=321)

321

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

CTX

(N=74)

74

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

CTRX

(N=347)

347

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)



【巻末資料 外来検体の集計方法について】 

3 月上旬 3 月下旬 10 月 

A 菌   A 菌 B 菌               A 菌 B 菌 C 菌 

 

1. 集計対象検査材料コード 
 

系統 検査材料名 検査材料コード Ver.1.0 

呼吸器系検体 

喀出痰 101 

気管内採痰 102 

気管支洗浄液 103 

咽頭粘液 104 

鼻腔内 105 

口腔内 106 

生検材料(肺) 107 

その他(呼吸器) 109 

胸水 404 

尿検体 

自然排尿 201 

採尿カテ－テル尿 202 

留置カテ－テル尿 203 

カテーテル尿（採尿、留置カテの区別不能） 206 

膣分泌物検体 膣分泌物 205 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 主要菌の菌名コード 
 

菌名 菌名コード Ver.6.1 

Staphylococcus aureus（ALL） 1301，1303-1306 

Enterococcus faecalis 1201,1202 

Streptococcus pneumoniae 1131 

Streptococcus agalactiae 1114 

Escherichia coli 2001-2007 

Klebsiella pneumoniae 2351 

Haemophilus influenzae 3201-3203,3205,3208,3211, 3214,  
3217,3220,3223 

 
※ S,I,R および S,NS の判定は CLSI 2012（M100-S22）に準拠 

 

3. 抗菌薬感受性結果の重複処理 

各検査材料につき、同一患者から同一菌が複数回報告された場合は、初回の 1 件のみ集計する
（WHO GLASS 方式に準拠） 

 
例） 

 

  

同一患者 × × × 
集計 A 菌:2 度目の報告のため集計しない 

B 菌:初回の報告のため集計 
A 菌:3 度目の報告のため集計しない 
B 菌:2 度目の報告のため集計しない 
C 菌:初回の報告のため集計 


